
　

名
柄
小
中
学
校
（
川か
わ
か
み上 

哲て
つ
ひ
ろ博
校
長
・
児
童
生
徒
数
九

人
）
で
は
平
成
二
十
三
年
十
月

十
一
、十
二
日
の
二
日
間
掛
け

て
歌
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
名
柄
の
良
さ
を

伝
え
る
」
に
決
定
。
み
ん
な
で

名
柄
な
ら
で
は
の
良
さ
や
、
い

つ
も
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

意
見
を
出
し
合
い
、
歌
詞
を
作

り
始
め
ま
し
た
。

　

石
野
田
さ
ん
は
「
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
テ
ー
マ

に
し
た
歌
作
り
が
、
普
段
、
生

活
を
し
て
い
て
当
た
り
前
に
そ

こ
に
あ
る
も
の
や
、
こ
こ
に
し

か
な
い
地
域
の
良
さ
を
考
え
る

機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
思
い
で
一
緒
に
歌
作
り
を

進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
歌
詞
に
は
、
名
柄

で
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
た

く
さ
ん
の
色
が
出
て
き
た
り
、

校
訓
の
「
大
き
な
夢
を
」
を
取

り
入
れ
た
り
、
名
柄
と
い
う
地

名
を
含
ん
だ
言
葉
が
出
て
き
た

り
と
名
柄
の
良
さ
が
詰
ま
っ
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
考
え
た
歌
詞
に
、

石
野
田
さ
ん
が
穏
や
か
な
曲
を

付
け
て
く
だ
さ
り
、
最
高
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

名
柄
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し

い
歌
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

歌
い
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

▲ 思いの詰まった歌を完成させ，記念撮影をする
名柄小中学校の児童生徒と石野田 奈津代さん

僕らの目の前に広がる虹は

僕らをつなぐ大きな架け橋

毎朝 迎えてくれる　真っ赤なハイビスカス

窓から見える　緑いっぱいの山々

晴れた日は藍
あいいろ

色に輝く　焼内の海

ずっと見てたい　海に映るオレンジの夕日

夜空に広がる　光り輝く星座

いつか見てみたい　湯湾岳に降る真っ白な雪

僕らの心を染める思い出は

　　　　　　　　　消えない虹を作っていく

色とりどりの花や鳥　魚や貝、虫たちは

いつもそばにいる仲間

初めて知った釣りの楽しさ

みんなで育てた大地の恵み

僕らが守るよ　名柄の自然を

笑顔の先に広がる虹は

僕らをつなぐ大きな架け橋

語り合いながら

喜び合いながら

ぶつかり合いながら

一緒に大きな夢を描こう

ラララ・・・　ラララ・・・

僕らの目の前に広がる虹は

僕らをつなぐ大きな架け橋

助け合いながら

競い合いながら

夢を追いながら

一緒に大きな虹を描こう

大きな夢を
～僕らをつなぐ大きな架け橋～

オリジナル曲を
お届けします ! !♪シンガーソングライターの石

い し の だ

野田  奈
な つ よ

津代　さんを講師に，村内の３つの学校でオリジナ　ル曲が制作されました。そのオリジナル曲　を3回に分けて紹介します！

2回目は｢名柄小中学校｣です。

15
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INFORMATION
　昨年4月の森林法改正により，今年4月以降，森林の土地所有者

となった方は市町村長への事後届出が義務付けられました。

森林の所有者届出制度が4月からスタート！

独立行政法人奄美群島振興開発基金からのお知らせ

※貸付金利は，平成 23 年 12 月 9 日現在のものです。

　奄美群島振興開発基金は，奄美群島の産業振興を図るため，融資業務・保証業務により

事業者の方々への事業資金の円滑な供給に努めています。

  お問い合わせ先 ･ ･ ･ 独立行政法人奄美群島振興開発基金　本部　担当：業務課

　　　　　　　　　  奄美市名瀬港町 1 番 5 号 TEL0997-52-4511 Mail kikin@amami.go.jp

資金名 資金使途 貸付の限度額 貸付期間 貸付利率

農・林業振興資金
( サトウキビ、畜産、果樹園芸、野菜、
花き等 )( 樹苗、椎茸、木材生産加工 )

設備資金
個人 1,000 万円

5 年〜 15 年 1.40 〜 1.55％
法人 1,500 万円

水産業振興資金
( 漁船取得・改造、装備購入、養殖
施設整備、共同利用施設等 )

設備資金
個人 2,000 万円

5 年〜 10 年 1.40 〜 1.55％
法人 4,000 万円

観光関連産業振興資金
( 民宿、ホテル、遊漁船、ダイビング、
観光ガイド、土産品製造等 )

設備資金
運転資金

個人
7,000 万円 設備　15 年

運転　  7 年
設備　1.75 〜 3.55％
運転　2.15 〜 3.25％法人

流通・加工業等振興資金
( 一次産業従事者の運転資金 )( 農林
水産物等の流通加工業等 )

設備資金
運転資金

個人
4,800 万円 設備　10 年

運転　  7 年
設備　1.75 〜 3.55％
運転　2.15 〜 3.25％法人

地域資源等振興資金
( 大島紬、黒糖焼酎等の特産品並び
に地域の資源・技術等を活用した商
品の製造・販売業 )

設備資金
運転資金

個人
7,000 万円 設備　15 年

運転　  7 年
設備　1.75 〜 3.55％
運転　2.15 〜 3.25％

法人

地域活性化・雇用促進資金
( 情報通信産業、企業立地、雇用の
促進等地域活性化に資する事業 )

設備資金
運転資金

個人
7,000 万円 設備　15 年

運転　  7 年
設備　1.75 〜 3.55％
運転　2.15 〜 3.25％法人

《
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
の
主
な
融
資
制
度
》

※保証業務は，事業者の方々が金融機関から借入を行う際に，奄美群島振興開発基金が信用保証を行うことで
円滑な資金供　給を支援する制度です。（詳細については本社，各金融機関，各商工会等へお問い合わせ下さい。）

■届出対象者：個人，法人を問わず，売買や相続等により森林の

土地を新たに取得した方は，面積に関わらず届出をしなければな

りません。
■届出期間：土地の所有者となった日から90日以内に，取得した

土地のある市町村の長に届出をしてください。

 　※詳しくは宇検村役場建設経済課（TEL0997-67-2211）まで
　　 お問い合せください。
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　昨年の広報うけん 12 月号へ，鹿児島県最低賃金の改正について掲載しましたが，産業

別最低賃金につきましても改正がありましたのでお知らせ致します。

 お問い合わせ先・・・鹿  児  島  労  働  局  TEL099-223-8278
　　　　　　　　　　 名瀬労働基準監督署　TEL0997-52-0574

鹿児島県の最低賃金が改正されました！

最低賃金名称 時間額 発効日

地域別最低賃金 鹿児島県最低賃金 647 円 平成 23 年 10 月 29 日

産業別最低賃金

自動車（新車）小売業 716 円 平成 23 年 12 月 18 日

百貨店，総合スーパー 676 円 平成 23 年 12 月 28 日

電子部品・デバイス・電子回路，電気
機械器具，情報通信機械器具製造業

696 円 平成 23 年 12 月 25 日

※ 産業別最低賃金は，県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。地域別と産業別の両方の
　最低賃金が同時に適用される場合には，高い方の最低賃金以上の賃金を支払わなければなりません。
※ 最低賃金は，臨時，パート，アルバイトなどすべての労働者に適用されます。

《平成 23 年度に改正された鹿児島県の最低賃金》

→

最先端のがん治療“粒子線治療”
　メディポリス指宿（指宿市）の「がん粒子線治療研究センター」では，

2011 年 4 月の本格稼働より，200 名を越える患者さんの粒子線治療を

実施してきました。治療部位別に見ますと，前立腺が最も多く 104 名の患者さんの治療

を行いました。（2012 年 1 月 31 日現在）

　「粒子線治療」は，がん病巣にピンポイントに照射

ができることから，副作用を最小限に抑えることが

できます。また，治療中は，熱や痛みを感じること

がないため，高齢者にも優しい治療法です。

　　　　　　　　　　　先進医療として行われる粒子線治療の技術料は，公的医療保険の

対象外であるため，全額自己負担となります。がんの種類や大きさ，照射回数に関係なく，

288万3千円かかります。最近では民間の医療保険で，がんの粒子線治療をカバーできる

商品も増えてきています。また，平成23年4月より鹿児島県においては粒子線治療を受け

やすい環境を整備するため，当センターで治療を受ける患者さんまたはそのご家族等が，

治療費を金融機関から借り受けた場合に，利子の一部を助成する制度が開始されています。

※助成の申請に必要な資料等は，県ホームページからのダウンロード及び各地域振興局

　保健福祉環境部健康企画課で入手できます。

治療費について

 　財団法人メディポリス医学研究財団
 　がん粒子線治療研究センター
　 鹿児島県指宿市東方 5188 番地
　《患者さん相談窓口》TEL : 0993-23-5188

リゾート施設と最先端の医療施設を融合さ

せた医療リゾートとして，病気治療はもと

より家族みんなが幸せを感じる施設です。

治療症例実績（2012 年 1 月 31 日現在）

前立腺 104 頭頸部 10

肺 43 膵臓 7

肝臓 28 その他 15

腎臓 2 合計 209
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後期高齢者医療の保険料率が変わります ！

内　訳 変更前 変更後
（平成 24・25 年度）

均等割額 45,900 円　 48,500 円　

所得割率 8.63％　 9.05％　

年間負担
限度額

50 万円　 55 万円　

▼
▼

▼

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

宇
検
村
役
場
住
民
税
務
課

  

☎
0
9
9
7-

6
7-

2
2
1
1

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

医
療
費
な
ど
の
支
出
が
年
々

増
え
て
い
る
こ
と
等
に
伴
い
、

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の

保
険
料
率
を
、
表
の
と
お
り

改
定
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「認定証」などを提示すれば，
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます！

～ 平成24年4月1日から ～

高額な外来診療を受ける皆さまへ

①事前に

認定証の申請

③認定証を

提示

②認定証の

交付

高額の外来診療を受けたとき

窓口支払い

が一定上限

額に（※）

（※）窓口支払いの上限額（月当たり）

は，所得に応じて異なります。

健康保険組合など 病院・薬局など

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは，高額な外来診療を受けたとき，ひと月の窓口負担が

自己負担減度額以上になった場合でも，いったんその額をお支払いいただいていましたが，平成

24 年 4 月 1 日からは，限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

■ 70 歳未満の方
■ 70 歳以上の非課税世帯等の方

  加入する健康保険組合などに

  「認定証」（限度額適用認定証）  

  の交付を申請してください

  「認定証」を窓口に提示してく
  ださい

  70 歳以上 75 歳未満で，
  非課税世帯等ではない方

  必要ありません
  「高齢受給者証」を窓口に提示
  してください

  75 歳以上で，
  非課税世帯等ではない方

  必要ありません
  「後期高齢者医療被保険者証」

  を窓口に提示してください

※「認定証」を提示しない場合は，従来どおりの手続きになります。

　（高額療養費の支給申請をしていただき，支払った窓口負担と限度額の差額が，後日，ご加入の健

　康保険組合などから支給されます。）

  事前の申請などの詳細は，加入されている健康保険組合，全国健康保険協会，市町村

  ( 国民健康保険，後期高齢者医療制度 )，国保組合，共済組合までお問い合わせ下さい。
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肺がんによる死亡は，本県のがんによる死因の第1位で，増える傾向にあります。そのため，県で
は，肺がんの早期発見に有効とされている，低線量CTによる肺がん検診を，多くの方に受診して
いただけるよう，検診費用の一部を助成します。

鹿児島県では低線量CTによる肺がん検診費用の一部助成を行っています

【  対　象  】　県内に住所を有する50歳以上の方　　【受診定員】　8千人
【検診費用】　3,150円（通常の検診費用の3割以下の額です）
【受診するには】　県と契約した一次検診機関に直接電話等で予約・お問い
合せください。※県への申し込み・手続きは不要です。

【お問い合わせ】鹿児島県保健福祉部健康増進課がん対策係 TEL099-286-2721

観光大使第1号に石
い し の だ

野田 奈
な つ よ

津代さん

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
石
野
田 

奈
津
代
さ
ん
が
、

宇
検
村
観
光
大
使
第
一
号
に
任

命
さ
れ
、
三
月
一
日
に
宇
検
村

役
場
で
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
任
命
式
で
は
石
野
田
さ
ん

に
、
元
田
村
長
よ
り
委
嘱
状
と

宇
検
村
観
光
大
使
専
用
の
名

刺
、
大
島
紬
で
作
っ
た
宣
伝
用

の
ハ
ッ
ピ
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

石
野
田
さ
ん
は
、
平
成

二
十
一
、二
十
二
年
度
に
実
施

さ
れ
た
文
化
庁
の
「
言
葉
に
つ

い
て
考
え
る
体
験
事
業
」
に
よ

り
、初
め
て
奄
美
大
島
へ
来
島
。

　

こ
の
事
業
の
中
で
久
志
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
と
一
緒
に
制

作
し
た
歌
「
I 
L
O
V
E
 宇

検
村
」
を
き
っ
か
け
に
本
村
と

繋
が
り
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
フ
エ
ム
う
け
ん
で

は
毎
週
番
組
を
担
当
し
、
村
内

外
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々

な
場
所
で
宇
検
村
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
六
日
に
村
内
各
団
体
の

代
表
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
選

考
委
員
会
で
は
、
満
場
一
致
で

初
代
観
光
大
使
に
石
野
田
さ
ん

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

石
野
田
さ
ん
は
あ
い
さ
つ

で
「
自
分
が
住
ん
で
い
な
い
か

ら
こ
そ
見
え
る
宇
検
村
の
良
さ

を
、
全
国
で
発
信
し
た
い
。
そ

し
て
、
多
く
の
人
に
宇
検
村
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

元田村長より手渡された大島紬
のハッピを着てあいさつをする石
野田さんは，少し緊張したようす
でしたが，宇検村に対する思い
と観光大使としての意気込みを
語ってくれました。 選考委員の方々と一緒に記念撮影をする観光大使第 1 号の石野田さん ( 前列中央 )

観光大使任命後にラジオへ出演
し，思いを語る石野田さん。

今回は田検小学校の児童の皆さ
んと交流することも出来ました。



村
民
の
う
ご
き
 

村
民
の
う
ご
き

　
（
二
月
末
日
現
在
）

広
報
お
礼

広
報
お
礼

　
（
二
月
末
日
現
在
）
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高
田
四
男　

埼
玉
県　

湯
湾

前　

義
廣　

岡
山
県　

湯
湾

徳
田　

操　
神
奈
川
県　

芦
検

川
畑
末
次　
神
奈
川
県　

芦
検

■
ご
冥
福
を
お
折
り
し
ま
す

碩　

清
志
（
79
歳
）
芦　

検

碇
ヨ
ネ
子
（
85
歳
）
名　

柄

幸
本
尚
照
（
90
歳
）
名　

柄

保
岡
英
良
（
65
歳
）
阿　

室

重
ヨ
シ
コ
（
95
歳
）
石　

良

重　

武
文
（
99
歳
）
石　

良

社
協
だ
よ
り

 

社
協
だ
よ
り

　
（
二
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ
23
・
11
・
25
生

小
城　

美み

く玖
( 女 )　

屋　

鈍

（
保
護
者
）
信　

二  　

村 の 人 口
（平成24年2月末現在）

男 　  9 3 6 人
女　1 , 0 3 5 人
計　1 , 9 7 1 人

世帯数1 , 0 6 7

■
香
典
返
し

Ｈ
24
・
1
・
15
生

松
枝　

瑠る

な渚
( 女 )　

芦　

検

（
保
護
者
）
孝　

一  　

碩　
　

博
司　

福
岡
県　

　
　

亡　

父　
　

碩　

清
志

盛
岡　

修
身　

滋
賀
県　

　
　

亡　

母　
　

盛
岡
マ
ツ
子

碇　
　

操　
　

名
柄　

　
　

亡　

妻　
　

碇
ヨ
ネ
子

木
村　

弘
重　

芦
検

　
　

亡　

妻　
　

木
村
和
代

幸
本
喜
久
子　

名
柄

　
　

亡　

父　
　

幸
本
尚
照

保
岡　

郁
代　

阿
室

　
　

亡　

夫　
　

保
岡
英
良

 

小
城　

祐ゆ

み美
ちゃん
Ｈ
22
・
12
・
3
生　

屋
鈍

（
保
護
者
）
信
二

 

伊
元　

白は
く
と飛

くん
Ｈ
22
・
12
・
15
生　

芦
検

（
保
護
者
）
勇
太

 

内
田　

翔と

き己
くん
Ｈ
23
・
1
・
30
生　

佐
念

（
保
護
者
）
健
治

重　
　

武
文　

石
良　

　
　

亡　

妻　
　

重
ヨ
シ
コ

重　

喜
一
郎　

奄
美
市

　
　

亡　

親
族　

重　

武
文

Ｈ
24
・
1
・
25
生

保
池　

凜り
ん
な奈

( 女 )　

久　

志

（
保
護
者
）
長　

人  　

Ｈ
24
・
2
・
8
生

植
田　

大や
ま
と和

( 男 )　

宇　

検

（
保
護
者
）
大　

伸  　

Ｈ
24
・
2
・
13
生

元
田　

情
じ
ょ
う　

( 男 )　

湯　

湾

（
保
護
者
）
祐　

馬  　

か
え
て
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


